ぼく 

になり ました。 そうだ 僕 は 知ってい たの だ、 もちろん 

カム パネル ラも 知っている、 それ はいつ か カム パネル 

ラの お父さんの 博士のう ちで カム パネル ラ とい つ しょ 

に 読んだ 雑誌の なかに あつたの だ。 それ どこで なく 力 

ム パネル ラは、 その 雑誌 を 読む と、 すぐお 父さんの 

しょさい おお 

書斎から 巨き な 本 を も つ てきて、 ぎんがと いうと ころ 

ぺ I ジ てんてん うつく 

を ひろげ、 まつ 黒な 頁 いっぱいに 白に 点々 の ある 美 

しゃしん 

しい 写真 を 二人で いつまでも 見た のでした。 それ を 力 

わす へんじ 

ム パネル ラが 忘れる はず もなかつ たのに、 すぐに 返事 

をし なかった の は、 このごろ ぼくが、 朝に も 午後に も 

しごと 

仕事が つらく、 学校に 出ても もう みんなと も はきはき 



, きんが まつ はた ま 

銀河の 祭りに いちいの 葉の 玉 をつ るしたり、 ひのきの 

えだ 

枝に あかり をつ けたり、 いろいろ したく をして いるの 

でした。 

ま 

家 へ は 帰らず ジ ョ バ ン 一 一 が 町 を 三 つ 曲が つ て ある 大 

きな 活版 所に はいって 靴 をぬ いで 上がり ますと、 突き 

とびら ひる 

当たりの 大きな 扉 を あけました。 中には まだ 昼な の 

でんとう リん てんき 

に電燈 がつ いて、 たくさんの 輪転機が ばたり ばたり と 

まわり、 きれで 頭 をし ばった リラ ムプ シェ ー ドを かけ 

たりした 人た ちが、 何 か 歌うよう に 読んだり 数えたり 

またら 

しながら たくさん 働 いてお りました。 

ジ ョ バ ン 二 はすぐ 入口から 三番 目の 高い 卓子に す 



かくざとう * きゅうに ゆ う 

「お母さん、 今日は 角砂糖 を 買って きたよ。 牛乳に 

入れて あげようと 思 つ て」 

「ああ、 お前 さきにお あがり。 あたし はま だほし くな 

いんだから」 

「お母さん。 姉さん はいつ 帰った の」 

「ああ、 三時 ころ 帰った よ。 みんな そこら をして くれ 

てね」 

ぎゅうにゅう 

「お母さんの 牛 乳 は 来て いないんだ ろうか」 

「来なかった ろうかね え」 

「ぼく 行つ てと つ て 来よう」 

「ああ、 あたし は ゆっくりで いいんだ からお 前 さきに 



おあがり、 姉さんが ね、 トマトで 何 か こしらえて そこ 

へ 置いて 行った よ」 

「では ぼくた ベ よう」 

ジ ョ バンニ は 〔# 「 ジョバ ンニ は」 は 底本で は 「「ジ ョ 

まど さら 

バ ンニは 匕 窓のと ころから トマトの 皿 をと つ てパ ンと 

い つし よに しばらくむ しゃむし やた ベました。 

「ねえお 母さん。 ぼくお 父さん はきつ と まもなく 帰つ 

てく ると 思うよ」 

「ああ、 あたし もそう 思う。 けれども おまえ はどうし 

てそう 思う の」 

「だ つ て 今朝の 新聞に 今年 は 北の方の 漁 はたい へん 



ジョ バンニ は、 口笛 を 吹いて いるよう なさび しい 口 

ひのき さか 

つきで、 檜の まつ 黒に ならんだ 町の 坂 をお りて 来た 

のでした。 

坂の下に 大きな 一 つの &燈 が、 青白く 立派に 光って 

でんとう 

立って いました。 ジョ バンニが、 どんどん 電燈の 方へ 

おりて 行きます と、 いままでば けものの ように、 長く 

ぼんやり、 うしろ へ 引いて いた ジョバ ン 二 の 影ぼう し 

は、 だんだん 濃く 黒く はっきり なって、 足 を あげたり 

手 を 振ったり、 ジョ バンニの 横の 方へ まわって 来る の 



でした。 

りっぱ きかんしゃ こうば い はや 

(ぼく は 立派な 機関車 だ。 ここ は 勾配 だから 速い ぞ。 

でんとう こ 

ぼく はい ま その 電燈を 通り越す。 そうら、 こんど は ぼ 

かげぼうし 

くの 影法師 は コンパス だ。 あんなに くるつ とま わって、 

前の 方へ 来た) 

おおまた がいとう 

と ジョバ ン 二が 思いながら、 大股に その 街燈の 下 を 

通り過ぎた とき、 いきなり ひるまの ザ ネリが、 新しい 

き でんとう む がわ くら 

えりのと がった シャツ を 着て、 電燈の 向こう側の 暗い 

小路から 出て 来て、 ひら つ とジ ョ バ ン 一 一 とすれ ちが い 

ました。 

「ザ ネリ、 烏瓜な がしに 行く の」 ジョ バンニが まだ そ 



う 言つ てし まわない うちに、 

うわぎ 

「ジョ バンニ、 お父さんから、 ラッコ の 上着が 来る よ」 

その子が 投げつ ける ようにう しろから 叫びました。 

ジ ョ バ ンニ は、 ばつ と 胸が つ めた くな り、 そこら じゅ 

うき いんと 鳴る ように 思いました。 

「なんだい、 ザ ネリ」 とジョ バンニ は 高く 叫び 返し ま 

したが、 もう ザ ネリ は 向こうの ひばの 植わった 家の 中 

へ はいって いました。 

(ザ ネリ はどうして ぼくがなん にも しないのに あんな 

い ねずみ 

こと を 言う のだろう。 走る とき はまる で 扇 のよう な 

くせに。 ぼくがなん にもし な いのに あんな こと を 言う 



の は ザ ネリが ばかな からだ) 

ジョ バンニ は、 せわしく いろいろ のこと を 考えな が 

あか リ えだ かざ 

ら、 さまざまの 灯 や 木の 枝で、 すっかり きれいに 飾ら 

まち とけいや 

れた街 を 通って 行きました。 時計屋の 店に は 明るく ネ 

オン 燈が ついて、 一 秒 ごとに 石で こさえ た ふくろう 

の 赤い 眼が、 くるつ くるつ とうごいたり、 いろいろな 

ほうせき あつ ガラス ばん の 

宝石が 海の ような 色 をした 厚い 硝子の 盤に 載って、 星 

のように ゆっくり 循 つたり、 また 向こう側から、 銅の 

人馬が ゆっくり こっちへ まわって 来たりす るので した。 

そのまん 中に まるい 黒い 星座 早見が 青い アスパラガス 

の 葉で 飾って ありました。 



いくほん 

ジ ョ バ ンニ は、 い つか 町はずれの ポプ ラの 木が 幾 本 

、.■ く ほん う 

も 幾 本 も、 高く 星 ぞらに 浮かんで いると ころに 来て い 

ぎゅうにゅうや もん 

ました。 その 牛乳屋の 黒い 門 を はいり、 牛のに おい 

だいどころ 

のす るう すくら い 台所 の 前に 立 つ て、 ジョバ ン 二 は 

ぼうし 

帽子 をぬ いで、 

I 今晩は」 と 一 fn いましたら、 家の 中 はし いんと して 誰 

もいた ようではありませんでした。 

こんぱん 

「今晩は、 ごめんなさい」 ジョバ ン 二 はまつ すぐに 立 つ 

さけ 

てまた 叫びました。 するとし ばらくたって から、 年 

とった 女の人が、 どこかぐ あいが 悪い ように そろそろ 

と 出て 来て、 何 か 用 かと 口の 中で 言いました。 



ぎゅうにゅう ぼく 

「あの、 今日、 牛 乳が 僕※ 〔# 小 書き 平仮名ん、 183-7U 

とこへ 来なかった ので、 もらいに あがつ たんです」 ジョ 

めいいき お い 

バンニが 一 生けん 命 勢 いよく 言いました。 

「いま 誰もい ないで わかりません。 あしたにし てくだ 

さい」 その 人 は 赤い 眼の 下のと こ を こすりながら、 ジ ョ 

バ ンニを 見お ろして 言いました。 

びょうき こんばん こま 

「お つ かさんが 病気なん ですから 今晚 でない と 困 るん 

です」 

「ではもう 少した つてから 来て ください」 その 人 はも 

う 行つ てし まいそうでした。 

「そうです か。 では ありがとう」 ジョ バンニ は、 お 



みちを、 どんどん のぼって 行きました。 まっくらな 草 

や、 いろいろな 形に 見える やぶの しげみの 間 を、 その 

小さな みちが、 一 すじ 白く 星 あかりに 1 らし だされて 

あつたの です。 草の 中には、 ぴかぴか 青び かり を 出す 

小さな 虫 もいて、 ある 葉 は 青く すかし 出され、 ジョバ 

も からすう リ 

ンニ は、 さっき みんなの 持って行った 烏瓜の あかり 

のよう だと も 思いました。 

まつ なら こ 

その まつ 黒な、 松 や 櫓の 林 を 越える と、 にわかにが 

らんと 空が ひらけて、 天の川が しら しらと 南から 北へ 

わた いただき てんき リん はしら 

亙って いるの が 見え、 また 頂 の、 天気 輪の 柱 も 見 わ 

けられた のでした。 つりがね そうか 野ぎ く かの 花が、 



れ つ しゃ まど いちれつ 

列車の 窓 は 一 列 小さく 赤く 見え、 その 中にはた くさん 

たびびと りんご 

の 旅人が、 苹果 をむ いたり、 わらったり、 いろいろな 

ふうに している と 考えます と、 ジョ バンニ は、 もうな 

ん とも 言えず かなしくな つ て、 また 眼 を そらに 挙げ ま 

した。 

げんこう まい ぶん 

(この間 原稿 五 枚 分な し) 

ところが いくら 見て いても、 その そら は、 ひる 先生 

い つめ 

の 言った ような、 がらんと した 冷たい とこ だと は 思わ 

れ ませんで した。 それ どころ でな く、 見れば 見る ほど 

ぼくじょう のはら 

そこ は 小さな 林 や 牧場 やら ある 野原の ように 考えら 

れて しかたなかった のです。 そして ジョ バンニ は 青い 



ました。 

それ は カム パネル ラ だった のです。 ジョ バンニが、 

カム パネル ラ、 きみ は 前から ここにい たの、 と 言お 

うと 思った とき、 カム パネル ラが、 

「みんな はね、 ずいぶん 走った けれども 遅れて しまつ 

たよ。 ザ ネリ もね、 ずいぶん 走った けれども 追いつか 

なかった」 と 言いました。 

ジョ バンニ は、 

(そうだ、 ぼくたち はい ま、 いっしょに さそって 出か 

けたの だ) とお もいながら、 

ま い 

「どこかで 待って いよう か」 と 言いました。 すると 力 



めら れて ありました。 

ジョバ ン 二 はなんだ かその 地図 を どこかで 見た よう 

に おもいました。 

ち ず こくようせき 

「この 地図 は どこで 買った の。 黒曜石で できて るね 

え」 

ジョバ ン 二が 言いました。 

ぎ んが きみ 

「銀河 ステ— シ ヨンで、 もらつ たんだ。 君 もらわな 

かった の」 

ぎんが 

「ああ、 ぼく 銀河 ステ— シ ヨン を 通った ろうか。 いま 

ぼくたちの いると こ、 ここだろう」 

ジョ バンニ は、 白鳥と 書いて ある 1: 車 場の しるしの、 



きた じゅうじ か いがん 

七 北 十字と プリ オシ ン 海岸 

「おつかさん は、 ぼく を ゆるして くださる だろう か」 

いきなり、 カム パネル ラが、 思い切ったと いうよう 

に、 少し どもりながら、 せきこんで 言いました。 

ジョ バンニ は、 

(ああ、 そうだ、 ぼくのお つかさん は、 あの 遠い 一 つ 

だいだい さんかくひよう 

のちり のように 見える 橙 いろの 三角 標の あたりに 

いらっしゃって、 いま ぼくの こと を 考えて いるんだ つ 

た) と 思いながら、 ぼんやりして だまって いました。 



見えませんでした。 二人が その 白い 道 を、 肩 をなら ベ 

ふた リ かげ まど 

て 行きます と、 二人の 影 は、 ちょうど 四方に 窓の ある 

へや はしら かげ しゃりん 

室の 中の、 一 一本の 柱 の 影の ように、 また 二つの 車輪の 

fal 〈-く まレ (くまん 

輻 のように 幾 本 も 幾 本 も 四方へ 出る のでした。 そして 

まもなく、 あの 汽車から 見えた きれいな 河原に 来 まし 

た。 

すな てのひら 

カム パネル ラは、 そのき れいな 砂 を 一 つまみ、 掌 

ゆび ゆり ゝ 

に ひろげ、 指で きしきし させながら、 夢の ように 言つ 

ている のでした。 

すな すいしょう も 

「この 砂 は みんな 水晶 だ。 中で 小さな 火が 燃えて い 

る」 



とっき 

「そこの その 突起 を こわさな いように、 スコップ を 使 

ま 

いたまえ、 スコップ を。 おっと、 も 少し 遠くから 掘つ 

らんまう 

て。 いけない、 いけない、 なぜ そんな 乱暴 をす るんだ」 

やわ いわ 

見る と、 その 白い 柔らかな 岩の 中から、 大きな 大き 

サ もの まね t こお 

な 青 じろ い 獣の 骨が、 横に 倒れて つぶれた という ふ 

はんぷん、， じょう ぼ 

うにな つて、 半分 以上 掘り出されて いました。 そして 

ひづめ あしあと 

気をつけて 見る と、 そこらに は、 蹄の 二つ ある 足跡の 

ついた 岩が、 四角に 十ば かり、 きれいに 切り取られて 

ばんごう 

番号が つけられて ありました。 

「君た ち は 参観 かね」 その 大 学士ら しい 人が、 眼鏡 を 



「それ はいいね。 この 汽車 は、 じっさい、 どこまでで 

も 行きます ぜ」 

「あなた は どこへ 行 くんです」 カム パネル ラが、 いき 

なり、 暄嘩 のようにたず ねました ので、 ジョ バンニ は 

む せき 

思わず わらいました。 すると、 向こうの 席に いた、 と 

ぼうし かぎ こし 

がった 帽子 を かぶり、 大きな 鍵 を 腰に 下げた 人 も、 ち 

ら つと こっち を 見て わらいました ので、 カム パネル ラ 

も、 つい 顔 を 赤く して 笑いだ してし まいました。 とこ 

くつ. まお 

ろが その 人 は 別にお こったで もな く、 頰を ぴくぴ くし 

へんじ 

ながら 返事 をし ました。 

「わつ しはすぐ そこで 降ります。 わつ し は、 .lit をつ か 



あんしん し 

安心して 死ん じまいます。 あと はもう、 わかり 切って 

お ぱ 

まさ あ。 押し葉に する だけです」 

さぎ おば ひょうほん 

r 鷺を 押し葉に す るんで すか。 標本です か」 

ひょうほん 

「標本じゃありません。 みんなた ベる じゃあり ませ 

んか」 

「おかしい ねえ」 カム パネル ラが 首をかしげました。 

「おかしい も 不審 もありません や。 そら」 その 男 は 

立って、 網棚から 包み をお ろして、 手ば やく くるくる 

と 解きました。 

「さあ、 ごらんなさい。 いまと つて 来たば かりです」 

さぎ ふた リ さけ 

「ほんとうに 鷺だ ねえ」 二人 は 思わず 叫びました。 



じゅうじか さギ J 

まつ 白な、 あの さっきの 北の 十字架の ように 光る 鷺の 

からだが、 十ば かり、 少し ひらべ つたくな つて、 黒い 

あし うき ぼ 

脚 を ちぢめて、 浮彫りの ようにならんで いたのです。 

「眼 をつ ぶって るね」 カム パネル ラは、 指で そっと、 

さぎ みか づ き め 

鷺の 三日月が たの 白い つぶった 眼に さわりました。 頭 

の 上の 槍の ような 白い 毛 もちやん と ついていました。 

とリと ふろしき かさ 

「ね、 そうでしょう」 鳥 捕リは 風呂敷 を 重ねて、 また 

つつ ひも だれ 

くるくると 包んで 紐で くくりました。 誰が いったい こ 

さぎ 

こらで 鷺 なん ぞ たべ るだろう と ジョバ ン 二 は 思いな が 

き 

ら 訊きました。 

さぎ 

「鷺 はおい しいんで すか」 



ちゅうもん がん 

「ええ、 毎日 注文が あります。 しかし 雁の 方が、 もつ 

と 売れます。 雁の 方がず つと 柄が いいし、 第一 手数が 

ありません からな。 そら」 鳥 捕り は、 また 別の 方の 包 

み を 解きました。 すると 黄と 青 じろ とま だらにな つて 

なに かの あかりの ように ひかる 雁が、 ちょうど さっき 

さぎ 

の鷺 のように、 くちばし を そろえて、 少し ひらべ つた 

くな つて、 ならんで いました。 

「こっち はすぐ たべられます。 どうです、 少しお あが 

とりと がん かる 

りなさい」 鳥 捕り は、 黄い ろの 雁の 足 を、 軽く ひっぱ 

りました。 すると それ は、 チョコ レ —！ ^でで もで きて 

いるよう に、 すっとき れいに はなれました。 



「どうです。 すこした ベて ごらんなさい」 鳥捕リ は、 

それ を 一 一 つに ちぎ つ てわたしました。 ジョバ ン 二 は、 

ちょ つ とたべ てみ て、 

(なんだ、 やっぱり こいつ はお 菓子 だ。 チョコ レ— ト 

よりも、 もっとお いしい けれども、 こんな 雁が 飛んで 

いる もんか。 この 男 は、 どこか そこらの 野原の 菓子屋 

だ。 けれども ぼく は、 この ひと をば かにしながら、 こ 

の 人のお 菓子 をた ベ ている の は、 たいへん きのどく だ) 

とお もいながら、 やっぱり ぼく ぼく それ をた ベて いま 

した。 

「も 少しお あがりなさい」 鳥 捕りが また 包み を 出し ま 



した。 ジョ バンニ は、 もっとた ベたかった のです けれ 

ども、 

「ええ、 ありがとう」 といって 遠慮し ましたら、 鳥 捕 

む せき かぎ 

り は、 こんど は 向こうの 席の、 鍵 を もった 人に 出し ま 

した。 

し よ うば い 

「いや、 商売 もの を もらつ ちゃす みません な」 その 人 

ぼうし 

は、 帽子 をと りました。 

「いいえ、 どういたしまして。 どうです、 今年の 渡り 

どリ けいき 

鳥の 景気 は」 

「いや、 すてきな もんです よ。 一昨日の 第二 限 ころな 

とうだい ひ きそくい がい 

んか、 なぜ 燈 台の 灯 を、 規則 以外に 間 ( 一 時空 白) さ 



こしょ-つ 

せる かって、 あっちから もこつ ちから も、 電話で 故障 

が 来ました が、 な あに、 こっちが や るん じゃなくて、 

渡り鳥 どもが、 まつ 黒に かたまって、 あかしの 前 を 通 

るので すから しかたありません や、 わたし あ、 ベら ぼ 

うめ、 そんな 苦情 は、 おれのと こへ 持って来た つてし 

き あし 

かたがね え や、 ばさばさの マント を 着て 脚と 口との 

とほう ほそ たいしょう い 

途方 もな く 細い 大将 へ やれ つ て、 こう 言つ て やり ま 

したがね、 はつ は」 

すすきが なくなった ために、 向こうの 野原から、 ぱ つ 

とあかり が 射して 来ました。 

さぎ てすう 

「鷺の 方 は なぜ 手数なん です か」 カム パネル ラは、 さつ 



うちに、 早く 鳥が おりる といい な」 と 言った とたん、 

ききょ う さき 

がらんと した 桔梗い ろの 空から、 さっき 見た ような 鷺 

が、 まるで 雪の 降る ように、 ぎ や あぎ や あ 叫びながら、 

ま とりと 

いっぱいに 舞いお りて 来ました。 すると あの 鳥 捕り は、 

ちゅうもん 

すっかり 注文 通り だとい うように ほくほくして、 

りょうあし ど さぎ 

両足 を かっき リ 六十 度に 開いて 立って、 鷺の ちぢめ 

お あし リ ようて かた おさ ぬの 

て 降りて 来る 黒い 脚 を 両手で 片っぱ しから 押えて、 布 

ふくろ さぎ ほたる 

の 袋の 中に 入れる のでした。 すると 鷺は、 蛍の よう 

- さくろ き 

に、 袋の 中で しばらく、 青く ぺかぺ か 光ったり 消えた 

りして いました が、 おしまい とうとう、 みんな ぼん や 

り 白くな つて、 眼 をつ ぶる のでした。 ところが、 つか 



きのよう な 形 をし ました。 と 思ったら、 もう そこに 

鳥 捕りの 形 はなくな つて、 かえって、 

「ああせ いせいした。 どうも からだに ちょうど 合う ほ 

ど 稼いで いるく らい、 いいこと はありません な」 とい 

うきき おぼえの ある 声が、 ジョ バン 二 の隣リ にし まし 

とりと さギ J 

た。 見る と 鳥 捕り は、 もう そこでと つて 来た 鷺を、 き 

かさ なお 

ちんと そろえて、 一 つず つ 重ね 直して いるので した。 

「どうして、 あすこから、 いっぺんに ここへ 来たんで 

すか」 ジョ バンニが、 なんだか あたりまえの ような、 

あたりまえで ないような、 おかしな 気がして 問い まし 

た。 



「どうしてって、 来ようと したから 来たんで す。 ぜん 

たい あなた 方 は、 どちらから おいでで すか」 

ジョ バンニ は、 すぐ 返事 をしょう と 思いました けれ 

ども、 さあ、 ぜんたい どこから 来たの か、 もうどうし 

て も 考えつきませんでした。 カム パネル ラも、 顔 を 

まつ 赤に して 何 か 思い出そうと している のでした。 

「ああ、 遠くからで すね」 鳥 捕り は、 わかった という 

そ-つ さ 

ように 雑作な くうな ずき ました。 

き つ ぷ 

九 ジョ バンニの 切符 



「もうこ こら は 白鳥 区のお しま いです。 ) J らんなさい。 

かんそくじょ 

あれが 名高い アルビレオの 観測所です」 

まど 

窓の 外の、 まるで 花火で いっぱいの ような、 あまの 

t こ kJ もの むね 

川の まん 中に、 黒い 大きな 建物が 四 棟ば かり 立って、 

ひらやね め サファイア 

その 一 つの 平屋根の 上に、 眼 もさめ るよう な、 青 宝玉 

トパ —ズ たまわ 

と 黄玉の 大きな 二つの すきとおった 球が、 輪に なって 

しずかに くるくると まわって いました。 黄い ろの が だ 

ん だん 向こうへ まわって 行って、 青い 小さい のが こつ 

すす かさ 

ちへ 進んで 来、 まもなく 二つの はじ は、 重なり合って、 



はや きかい 

「あれ は、 水の 速さ を はかる 器械です。 水 も ：：： 」 

鳥 捕りが 言い かけた とき、 

きっぷ はいけん せき よこ ぼうし 

「切符 を 拝見いた します」 三人の 席の 横に、 赤い 帽子 

を かぶった せいの 高い 車掌が、 いっか まっすぐに 立つ 

ていて 言いました。 鳥 捕り は、 だまって かくしから、 

しゃしょう 

小さな 紙 きれ を 出しました。 車掌 はちよ つと 見て、 

すぐ 眼 を そらして (あなた 方の は？) というよ うに、 

ゆび 

指 をう ごかしながら、 手 をジョ バンニた ちの 方へ 出し 

ました。 

こま 

「さあ」 ジョ バンニ は 困って、 もじもじして いました 

ら、 カム パネル ラ はわけ もない という ふうで、 小さな 



ねずみ きっぷ 

鼠い ろの 切符 を 出しました。 ジョ バンニ は、 すつ か 

うわぎ 

リ あわてて しまって、 もし か 上着の ポケットに でも、 

はいって いたかと おもいながら、 手 を 入れて みました 

ら、 何 か 大きな たたんだ 紙 きれに あたりました。 こん 

な もの はいって いたろうかと 思って、 急いで 出して み 

ましたら、 それ は 四つに 折った はがきぐ らいの 大さ 〔# 

みどり しゃしょう 

「大 さ」 は ママ〕 の 緑い ろの 紙でした。 車掌が 手 を 出 

している もんです からなんでも かまわない、 やっちま 

わた しゃしょう なお 

えと 思って 渡しましたら、 車掌 はまつ すぐに 立ち直つ 

てて いねいに それ を 開いて 見て いました。 そして 読み 

うわぎ な お 

ながら 上着の ぼたん やなん かしきりに 直したり してい 



ましたし 燈台 看守 も 下から それ を 熱心に のぞいて いま 

しょうめいしょ 

したから、 ジョ バンニ はたし かに あれ は 証明書 か 何 

むね あ つ 

かだった と 考えて 少し 胸が 熱くなる ような 気がし まし 

た。 

じくうかん も 

「これ は 三次 空間の 方から お持ちに なった のです か」 

しゃしょう 

車掌が たずねました。 

だいじょうぶ 

「なんだか わかりません」 もう 大丈夫 だと 安心し なが 

ら ジョバ ン 二 は そ つ ち を 見 あげてく つくつ 笑いました- 

サ ゥザン クロス つ 

「よろし ゆう ございます。 南 十字へ 着きます の は、 

つぎだい しゃしょう 

次の 第三 時 ころになります」 車掌 は 紙 をジョ バン 二 

に 渡して 向こう へ 行きました。 



「あの人 どこへ 行ったろう」 カム パネル ラも ぼんやり 

そう 言つ て いました。 

「どこへ 行ったろう。 い つたい どこで また あう の だろ 

ぼく もの い 

う。 僕 はどうしても 少し あの人に 物 を 言わな か つ たろ 

う」 

ぼく 

「ああ、 僕 もそう 思って いるよ」 

ぼく じゃま ぼく 

「僕 は あの人が 邪魔な ような 気がし たんだ。 だから 僕 

はたい へんつ らい」 ジョ バンニ はこん なへんて こな 気 

もち は、 ほんとうに はじめて だし、 こんな こと 今まで 

一一 i つたこ ともないと 思いました。 

りんご ぼく りんご 

「なんだか 苹果 のにお いがす る。 僕い ま苹果 のこと を 



ふ し * き 

考えた ためだろ うか」 カム パネル ラが 不思議そう にあ 

たり を 見 まわしました。 

「ほんとうに 苹果 のにお いだよ。 それから 野 茨のに お 

いもす る」 

まど 

ジ ョ バ ン 一 一 も そこら を 見ました が や つ ぱリ それ は 窓 

からで も はいって 来る らしい のでした。 いま 秋 だから 

野 茨の 花のに おいの する はず はない とジョ バンニ は 思 

いました。 

そしたら にわかに そこに、 つやつやした 黒い 髪の 六 

つば かりの 男の子が 赤い ジャ ケッ のぼたん も かけず、 

ひどく びっくりし たような 頦 をして、 がたがた ふるえ 



るし は 天上の しるしです。 もうなん にも こわい こと あ 

リ ません。 わたくしたち は 神 さまに 召されて いるので 

くろふ く 

す」 黒服の 青年 は よろこびに かがやいて その 女の子に 

い ひたい ふか しわ きざ 

言いました。 けれども なぜか また 額に 深く 皺 を 刻ん 

で、 それにた いへんつ かれて いるら しく、 無理に 笑い 

ながら 男の子 を ジョバ ンニ のとな りに すわらせました。 

せき 

それから 女の子に やさしく カム パネル ラ のとな りの 席 

をお さしました。 女の子 はすな おに そこへ すわって、 

りよ-つて 

きちんと 両手 を 組み合わせました。 

「ぼく、 おおね えさん のと こへ 行 くんだ よう」 腰掛け 

へ ん とうだい かんしゅ む 

たばかりの 男の子 は 顔 を 変にして 燈台 看守の 向こうの 



「あなた 方 は どちらから いらっしゃ つたので すか。 ど 

うなす つたので すか」 

さっきの 燈台 看守が やっと 少し わか つ たように 青年 

にたず ねました。 青年 はかす かに わらいました。 

ひ よ うざ ん しず 

「いえ、 氷山に ぶつつ かって 船が 沈み ましてね、 わた 

さ ゆ-つ よ ■ つ 

したち はこ ちらのお 父さんが 急 な 用で 一 一か月 前、 一 

足さき に 本国へ お帰りに なった ので、 あとから 発った 

かていきょうし 

のです。 私 は 大学へ はいって いて、 家庭教師に やとわ 

れ ていたの です。 ところが ちょうど 十二 日 目、 今日 か 

きのう ひょうざん 

昨日の あたりです、 船が 氷山に ぶつつ かって 一 べん 

力た む しず 

に 傾きもう 沈み かけました。 月の あかり は どこか ぼ 



きり ひじょう ふか 

ん やりあり ましたが、 霧が 非常に 深かった のです。 と 

さげ/? はんぶん 

ころが ボ— トは 左舷の 方 半分 はもう だめにな つてい ま 

したから、 とても みんな は 乗り切らな いのです。 もう 

そのうち にも 船 は 沈みます し、 私 は 必死と なって、 ど 

の さけ 

うか 小さな 人た ち を 乗せて くださいと 叫びました。 近 

くの 人た ち はすぐ みちを 開いて、 そして 子供 たちのた 

めに 祈って くれました。 けれども そこから ボ —， ^まで 

のと ころに は、 まだまだ 小さな 子どもた ちゃ 親た ちゃ 

お ゆ-つき 

なんかいて、 とても 押しの ける 勇気がなかった のです。 

それでも わたくし はどうして もこの 方た ち をお 助けす 

ぎ む 

るの が 私の 義務 だと 思いました から 前にい る 子供ら を 



押しの けようと しました。 けれども また、 そんなに し 

たす 力 みまえ 

て 助けて あげる より はこの まま 神の 御前に みんなで 行 

く 方が、 ほんとう にこの 方た ちの 幸福 だと も 思い まし 

かみ つみ 

た。 それから また、 その 神に そむく 罪 はわた くし ひと 

りで しょつ て ぜひとも 助けて あげようと 思いました。 

けれども、 どうしても 見て いると それが できない ので 

した。 子どもら ばかりの ボ— トの 中へ はなして やって、 

きょうき おく 

お母さんが 狂気の ように キス を 送りお 父さんが かなし 

いの を じっと こらえて まっすぐに 立って いるな ど、 と 

+6 らゎた 

て ももう 腸 も ちぎれる ようでした。 そのうち 船 はも 

うずん ずん 沈みます から、 私たち はかた まって、 もう 



のです。 この 方た ちのお 母さん は 一昨年 没く なられ ま 

した。 ええ、 ボ —„ ^はきつ と 助かった にち がい ありま 

じゅくれん すいふ こ 

せん、 なにせよ ほど 熟練な 水夫た ちが 漕いで、 すばや 

く 船から はなれて いました から」 

た んそく 

そこら か ら 小さな 嘆息 や い の りの 声が 聞 ， J ぇジ ョ バ 

ン 二 も カム パネル ラも いままで 忘れて いたいろ いろの 

め あつ 

こと を ぼんやり 思い出して 眼が 熱くな りました。 

(ああ、 その 大きな 海 は パシフィックと いうので はな 

ひょうざん なが 

かった ろうか。 その 氷山の 流れる 北の はての 海で、 

の こお しおみず さむ 

小さな 船に 乗って、 風 や 凍りつ く 潮水 や、 はげしい 寒 

さとた たかって、 たれ かが 一生 けんめい はたらい てい 



る。 ぼく は その ひとに ほんとうに きのどくで そしてす 

まない ような 気がする。 ぼく は その ひとの さいわいの 

ためにい つたい どうしたらいい のだろう) 

ジョ バン 二 は 首 を たれて、 すっかり ふさぎ込ん でし 

まいました。 

「なにがし あわせ かわから ないです。 ほんとう にどん 

なつら いこと でも それが ただしい みちを 進む 中での で 

きごと なら、 峠の 上り も下リ もみん なほん とうの 

幸福に 近づく 一 あしずつ ですから」 

燈台 守が なぐさめて いました。 

「ああそう です。 ただいちばん のさ いわいに 至る ため 



にいろい ろの かなしみ もみん なお ぼしめ しです」 

いの 

青年が 祈る ようにそう 答えました。 

きょ うだい 

そして あの 姉弟 はもう つかれて めいめい ぐったり 

せき ねむ 

席に よりかかって 睡 つてい ました。 さっきの あの はだ 

しだった 足に はいつ か 白い 柔らかな 靴 を はいてい たの 

です。 

リん こう きし 

> J と， j J と) J と) J と 汽車 は きらびやかな 燐光の 川の 岸 

すす む まど 

を 進みました。 向こうの 方の 窓 を 見る と、 野原 はまる 

げんとう 

で 幻燈の ようでした。 百 も 千 もの 大小 さまざまの 

さんかくひよ う 

三角 標、 その 大きな ものの 上に は 赤い 点々 をう つた 

そくりょうき のはら 

測量 旗 も 見え、 野原の はて は それらが いちめん、 たく 



さんかく y よう 

の 林の まん 中に 高い 高い 三角 標が 立って、 森の 中 か 

らはォ ー ケス トラべ ルゃジ 口 フォンに まじ つ てなん と 

いね し 

も 言えず き れいな 音い ろが、 とける ように 浸み るよう 

に 風に つれて 流れて 来る のでした。 

青年 は ぞく つ として からだ を ふるうよう にしました。 

だまって その 譜を 聞いて いると、 そこらに いちめん 

みどり のはら しきもの 

黄い ろ や、 うすい 緑 の 明るい 野原 か 敷物 かが ひろがり、 

ろう つゆ たいよ-つ めん 

また まつ 白な 蠟 のよう な 露が 太陽の 面 を かすめて 行く 

ように 思われました。 

からす 

「まあ、 あの 烏」 カム パネル ラ のとな りの、 かおると 

呼ばれた 女の子が 叫びました。 



「あなたく じら 見た こと あ つ て」 

ぼく 

「僕あります。 くじら、 頭と 黒い しつ ぼ だけ 見えます。 

潮 を 吹く とちょう ど 本に あるよう になります」 

「くじらなら 大き いわねえ」 

こども 

「くじら 大きいです。 子供 だってい るかぐ らい ありま 

す」 

あね ぼ そ 

「そうよ、 あたし アラビア ン ナイトで 見た わ」 姉 は 細 

ぎん ゆびわ 

い 銀い ろの 指輪 をい じりながら おもしろ そうに はなし 

していました。 

ぽく ぽく くじら 

(カム パネル ラ、 僕もう 行つ ちまう ぞ。 僕なん か 鯨 

だ つ て 見た ことない や) 



カム パネル ラ にたず ねました。 

「わたり 鳥へ 信号して るんで す。 きっと どこから かの 

ろしが あがる ためでしょう」 

カム パネル ラが 少しお ぼっかな そうに 答えました。 

そして 車の 中 はし いんと なりました。 ジョ バンニ はも 

う 頭 を 引っ込めたかった のです けれども 明るい とこ へ 

顔 を 出す のが つらかった ので、 だまって こらえて その 

くちぶえ ふ 

まま 立 つ て 口笛 を 吹いて いました。 

ぽく く 

(どうして 僕 はこん なに かなしい のだろう。 僕 はもつ 

と マ ^ ころもち を きれ いに 大きく もたなければ いけな い 

きし む 

あすこの 岸の ずう つ と 向こうに まるでけ むりの ような 



小さな 青い 火が 見える。 あれ はほんと うに しずか でつ 

ぼく 

めたい。 僕 は あれ をよ く 見て こころもち をし ずめ るん 

だ) 

ほて いた りょうて おさ 

ジョ バン 二 は 熱って 痛い あたま を 両手で 押える よう 

にして、 そっちの 方 を 見ました。 

ぼく 

(ああ ほんとうに どこまでも どこまでも 僕と い つし よ 

に 行く ひとはないだ ろうか。 カム パネル ラ だって あん 

な 女の子と おもしろそう に談 している し 僕 はほんとう 

に つらい な あ) 

ジョ バンニの 眼 はまた 泪で いっぱい になり、 天の 

川 もまる で 遠く へ 行った ように ぼんやり 白く 見える だ 



野原の 地平線の はてまで、 その 大きな とうもろこしの 

木が ほとんど いちめんに 植えられて、 さや さや 風に ゆ 

リ P ま ま 

らぎ、 その 立派な ちぢれた 葉の さきから は、 まるで ひ 

す こんごうせき つゆ 

るの 間にい つ ぱい 日光 を 吸った 金剛石の ように 露が 

みどリ も 

いっぱい について、 赤 や 緑 やきら きら 燃えて 光つ て 

いるので した。 カム パネル ラが、 

「あれとう もろこし だね え」 と ジョバ ン 二に 言い まし 

き も 

たけれ ども、 ジョバ ン 二 はどうしても 気持ちが なおり 

ませんで したから、 ただぶ つきら ぼうに 野原 を 見た ま 

ま 

「そうだろう」 と 答えました。 



そのと き 汽車 はだん だんしず かにな つて、 いくつか 

き あか リ ていしゃば 

の シグナルと てんてつ 器の 灯 を 過ぎ、 小さな 停車場 

にと まりました。 

しょうめん とけい だいにじ しめ 

その 正面 の 青 じろ い 時計 はかつ きり 第一 一時 を 示し、 

風 も なくなり 汽車もう ごかず、 しずかな しずかな 野原 

ふ > J きざ 

のなかに その 振り子 は 力 チッカ チッと 正しく 時 を 刻ん 

で いくのでした。 

そして まったく その 振り子の 音の たえま を 遠くの 遠 

せん リっ 

くの 野原の はてから、 かすかな かすかな 旋律が 糸の よ 

うに 流れて 来る のでした。 

しんせかいこう きょうがく む せき あね 

「 新世界 交響楽 だ わ」 向こうの 席の 姉が ひとりごとの 



ように こ つ ち を 見ながら そ つ と 言いました。 

まった くろふく たけた か だれ 

全 くもう 車の 中で は あの 黒服の 丈 高い 青年 も 誰も 

ゆめ 

みんな やさしい 夢を見て いるので した。 

まく ゆ 力、 > 

(こんなし ずかない いとこで 僕 はどうして もっと 愉快 

になれ ないだろう。 どうして こんなに ひと リ さびしい 

のだろう。 けれども カム パネル ラ なんか あんま リ ひど 

ぼく の 

い、 僕と いっしょに 汽車に 乗って いながら、 まるで あ 

んな 女の子と ばか リ談 してい るんだ もの。 僕 はほんと 

うにつ らい) 

ジョバ ン 二 はまた 手で 顔 を 半分 かくすよ うにして 向 

まど 

こうの 窓の そと を 見つめて いました。 



ガラス ふえ 

すきとおった 硝子の ような 笛が 鳴って 汽車 はしず か 

に 動きだし、 カム パネル ラ もさび しそうに 星 めぐりの 

口笛 を 吹きました。 

へ ん 

「ええ、 ええ、 もうこの 辺 は ひどい 高原です から」 

うしろの 方で 誰かと しょりら しい 人の、 いま 眼が さ 

+* な 

めた という ふうで はきはき 談 している 声が しました。 

「とうもろこし だ つ て 棒で 一 一尺 も孔を あけて おいて そ 

ま 

こへ 播 かないと はえな いんです」 

「そうです か。 川まで はよ ほどありましょう かねえ」 

「ええ、 ええ、 河まで は 二 千 尺から 六 千 尺あります _ 

きょうこく 

もう まるで ひど い 峡谷 になって いるんで す」 



そうそう ここ はコ 口 ラドの 高原 じ やな か つたろう か 

ジ ョ バ ン 一 一 は 思わずそう 思いました。 

ち. づ ね ねつ 

あの 姉 は 弟 を 自分の 胸に よりかからせて 唾ら せな が 

ひとみ な 

ら 黒い 瞳 をう つと りと 遠く へ 投げて 何 を 見る でもな 

しに 考え込んで いるので したし、 カム パネル ラは まだ 

くちぶえ ふ きぬ 

さびし そうに ひと リロ 笛 を 吹き、 男の子 はまる で 絹で 

包んだ 苹果 のよう な 顔い ろ をして ジョバ ンニ の 見る 方 

を 見て いるので した。 

とつぜん おお のはら 

突然とう もろこしが なくな つ て 巨き な 黒い 野原が 

い つ ぱいに ひらけました。 

しんせかいこう きょうがく ちへいせん 

新世界 交響楽 はいよ いよ はっきり 地平線の はてから 



ろうじん い 

だ ん 早くな つたでしょう」 さっきの 老人ら しい 声が 言 

いました。 

どんどん どんどん 汽車 は 降りて 行きました。 崖の は 

てつどう 

じに 1 道が かかる とき は 川が 明るく 下に のぞけ たので 

す。 ジョ バンニ はだん だんこ- J ろ もちが 明るくな つ て 

きました。 汽車が 小さな 小屋の 前 を 通って、 その 前に 

こども 

しょんぼり ひとりの 子供が 立つ てこ つち を 見て いると 

きな ど は 思わず、 ほう、 と 叫びました。 

どんどん どんどん 汽車 は 走って 行きました。 室 中 

の ひとたち は 半分う しろの 方へ 倒れる ようにな りなが 

ら 腰掛に しっかり しがみついて いました。 ジョ バンニ 



- やね 

の 舟が おいて あるね え」 

「ああ」 

はしか い 

「橋 を 架ける と こじゃな いんで しょうか」 女の子が 言 

いました。 

こうへ い はた かきょう えんしゅう 

「ああ、 あれ 工兵の 旗 だね え。 架橋 演習 をして るんだ。 

けれど 兵隊の かたちが 見えない ねえ」 

む ぎし かりゅう 

その 時 向こう岸 ちかくの 少し 下流の 方で、 見えない 

はしら 

天の川の 水が ぎら つと 光って、 柱の ように 高く はね 

あがり、 どお と はげしい 音が しました。 

「発破 だよ、 発破 だよ」 カム パネル ラ はこお どり しま 

した。 



ベ つの 方 だ わ」 

「すると あすこに いま 笛 を 吹いて いるんだ ろうか」 

「いま 海へ 行つ てら あ」 

「いけない わよ。 もう 海から あがって いらっしゃった 

のよ」 

「そうそう。 ぼく 知つ てら あ、 ぼくお はなししょう」 

ぎし 

川の 向こう岸が にわかに 赤くな りました。 

やなぎ 

楊の 木 や 何 かも まつ 黒に すかし 出され、 見えない 

天の川の 波 も、 ときどきち らちら^ のように 赤く 光り 

む ぎし 

ました。 まったく 向こう岸の 野原に 大きな まつ 赤な 火 



「ケン タウ ル露を ふらせ」 いきなり いままで 睡 つてい 

た ジョバ ン 二 のとな りの 男の子が 向こうの 窓 を 見なが 

さけ 

ら 叫んで いました。 

ああ そこに は クリス マスト リイの ように ま つ 青な 

とうひ 

唐檜 かもみ の 木が たって、 その 中にはた くさん のた く 

まめ でんとう ほたる あつ 

さんの 豆電燈 がまる で 千の 蛍 でも 集ま つたよう に つ 

いていました。 

「ああ、 そうだ、 今夜 ケンタ ウル 祭 だね え」 

「ああ、 ここ は ケンタ ウルの 村 だよ」 カム パネル ラが 

すぐ 言いました。 

(此の間 原稿な し) 



るの が 見えました。 

「ハレルヤ、 ハレルヤ」 明るく たのしく みんなの 声 は 

ひびき、 みんな は その そらの 遠くから、 つめたい そら 

の 遠くから、 すきとおった なんとも 言えず さわやかな 

ラッパ の 声 をき きました。 そして たくさんの シグナル 

や 電燈の 灯 のなか を 汽車 はだん だん ゆるやか になり、 

とうとう 十字架の ちょうど ま 向かいに 行つ てす つかり 

とまりました。 

あ. 

「さあ、 おり るんで すよ」 青年 は 男の子の 手 を ひき 姉 

は 互いにえ リゃ肩 をな おして やって だんだん 向こうの 

出口の 方へ 歩き 出しました。 



て っぽう だま 

ジョバ ン 二 はまる で 鉄砲 丸の ように 立ち あがり まし 

だれ まど 

た。 そして 誰に も 聞こえな いように 窓の 外へから だ を 

乗り出して、 力 いっぱい はげしく 胸 をう つて 叫び、 そ 

れ からもう 咽喉 いっぱい 泣き だしました。 

もう そこらが 一 べんに まっくら になった ように 思い 

ました。 そのと き、 

「おまえ はいった い 何 を 泣いて いるの。 ちょっと こつ 

ち を ごらん」 いままで たびたび 聞こえた、 あの やさし 

ぃセ 口の ような 声が、 ジョバ ン 二 のうしろ から 聞こえ 

ました。 

ジョ バンニ は、 はっと 甲3 つて 涙 を はらって そっち 
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